








【要約】クレチン症スクリーニングにおいて、開始当時から、試薬キット間差があり、試

薬による測定値の違いがあった。原因は、市販の TSH の差によることが主な原因と考えら

れ、標準物質の統一が強く望まれた。最近、セルカルチャーによるリコンビナント-h-TSH

(以下 R-TSH) が市販されたので、これが現在の TSH と比較して、使用可能かどうか検討

した。さらに、現在各社は、濾紙血基準物質用の血液も異なり、作製方法も多少の差があ

る。そこで、R-TSH を用い、各社の現行の方法どうりに作製した濾紙血基準物質が、どの

程度のバラツキを示すか検討した。今回使用したのは、  Genzyme 社の R-TSH であり、今

回の検討では現在の TSH にほぼ近似しているのではないかと考えられた。また、R-TSH が

標準物質として使用可能と思われるが、今回、ロット差の検討が実施できなかったので、

今後、この検討も含め研究を継続中である。


